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Tsumura K, Aoki R, Takeda M, Nakahara K, Jimura K (2021) Cross—hemispheric complementary
prefrontal mechanisms during task switching under perceptual uncertainty.
J Neurosci 41, 2197-2213
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https://www. keio. ac. jp/ja/press—releases/2021/1/26/28-77655/
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Tsumura K, Kosugi K, Hattori Y, Aoki R, Takeda M, Chikazoe J, Nakahara K, Jimura K (2021)
Reversible fronto—occipitotemporal signaling complements task encoding and

switching under ambiguous cues. Cereb Cortex doi:10.1093/cercor/bhab324.
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	１．本研究のポイント
	３．研究内容・成果
	本研究グループはまず、動きの曖昧さを操作する視覚刺激を作成しました（図C）。この刺激では、小さい点がいくつか提示され、それぞれの点は、上、下、またはランダムに動きます。この動きのランダムさにより、知覚される不確かさが操作されました。そして、画面の中心には、顔と場所の写真が重ね合わさった画像が提示されました。
	このとき、点全体の動きの方向がキューとなり、判別すべきターゲットが指定されました。たとえば、指示される点が上方向の場合は顔、下方向の場合は場所がターゲットとなり、顔の判別では、性別（男・女）、場所の判別では屋内外（屋内・屋外）を答えることが要求されました。
	そして、判別の基準が「顔」から「場所」、または「場所」から「顔」に変わるときを「切り替え」とよびます。これらの課題を切り替えたときのヒト脳の活動を機能的MRIで測定しました。
	切り替えが起こると、左の前頭前野の活動が大きくなりました。そして、キューの不確かさが強くなると、この前頭前野の活動はさらに大きくなりました。このとき、後頭側頭皮質にある、顔と場所の知覚に関わる領域は、キューの不確かさが大きいときに、前頭前野から「トップダウン信号」を受ける（図D左）一方で、不確かさが小さい時には前頭前野へ「ボトムアップ信号」を伝達していることがわかりました（図D右）。
	また本研究では、新たな解析手法として、画像認識などで用いられている深層学習の一つである、畳み込みニューラルネットワークモデルを用いて、脳に含まれる情報をマップする技術を開発しました（図E）。この技術を用いた解析により、後頭側頭領域の知覚に関連する情報量は、課題を切り替えるときに大きくなり、キューの不確かさが増えると減ることがわかりました（図D下）。
	４．今後の展開

